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機械器具（21）内臓機能検査用器具

高度管理医療機器　特定保守管理医療機器　解析機能付きセントラルモニタ　38470003

「セントラルモニタ　CNS-6101」の構成品
情報伝送装置　PIT-90003
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禁忌・禁止

1.	併用医療機器［相互作用の項参照］
（1）	高圧酸素患者治療装置内での使用
（2）	可燃性麻酔ガスおよび高濃度酸素雰囲気内での使用

【形状・構造及び原理等】

1.	概要および構成
本装置は、セントラルモニタから出力される患者情報、および各パラ
メータのアラーム情報を取得し、PHSにメッセージを送る情報伝送
装置です。
パソコン本体（キーボード、マウスを含む）、ディスプレイユニット、お
よびシステムソフトのCD-ROMから構成されています。

情報伝送装置（PIT-90003）
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2.	適用機種
本装置は、以下の受信モニタに接続できます。

販　売　名 医療機器承認・認証番号

（1） セントラルモニタ　CNS-9701 21400BZZ00406000

（2） セントラルモニタ　CNS-9601 22000BZX00168000

（3） セントラルモニタ　CNS-6201 22300BZX00116000

（4） 医用テレメータ　WEP-5200シリーズ 22000BZX01440000

（5） セントラルモニタ　CNS-6101 22600BZX00527000

3.	外　観
パソコン本体

ディスプレイユニット

マウス

キーボード

4.	原　理
接続する機器の付属文書を参照してください。

＊

【使用目的又は効果】

1.	使用目的
接続する機器の付属文書を参照してください。

【使用方法等】

1.	使用方法
接続する機器の付属文書を参照してください。

2.	使用方法等に関連する使用上の注意

（1）	 本システムで表示・通知されるアラーム情報は、患者を診断する
ために使用しないでください。患者の状況を誤って判断すること
があります。必ず、セントラルモニタなどの専用機でアラーム情報
を確認してください。

（2）	 本装置が正常に動作していることを定期的に確認してください。
思わぬ異常が発生してアラーム通知が行えなくなることがあり
ます。

（3）	 パソコンの動作中は、使用していないコネクタ類に触らないでく
ださい。静電気による故障、誤動作の原因となります。

（4）	 無停電電源装置は確実に病院設備の保護接地端子へ追加保護接
地を行ってください。追加保護接地が確実に実施されていない
と、操作者が電撃を受けることがあります。

【使用上の注意】

1.	相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること）

（1）	併用禁忌（併用しないこと）
医薬品・医療機器の名称等

（一般的名称/一般名・販売名）
臨床症状・
措置方法 機序・危険因子

1） 高圧酸素患者治療装置 使用禁止 爆発または火災を
起こすことがある

2）
可燃性麻酔ガスおよび
高濃度酸素雰囲気内で
の使用

使用禁止 爆発または火災を
起こすことがある

【保管方法及び有効期間等】

1.	耐用期間
5年（当社データの自己認証による。指定の保守点検を実施した場合
に限る。）

【保守・点検に係る事項】

1.	清　掃
詳細は取扱説明書を参照してください。
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2.	使用者による保守点検事項
点検項目 点検時期

（1）各部の汚れはないか。

半年ごと

（2）各部ケース・スイッチ・コネクタ類の割れやガタつきは
ないか。

（3）ラベルにはがれや、破れはないか。

（4）担当者が携行するすべてのPHSは、汚れや破損がないか。

（5）パソコン、ディスプレイの電源コードは3Pタイプで正
常か。

（6）ネットワークケーブル、電源コード、周辺機器との接続
ケーブル類は、確実に接続されているか。汚れや破損は
ないか。

（7）各構成品、外部機器との接続は正しく行われているか。

（8）電流投入後のソフトウェアの起動は正常か。

（9）表示状態は正常か。にじみ、ちらつき、表示位置のずれ
はないか。

（10）日時表示は合っているか。

（11）キーボードのキーやマウスは正常に使用できるか。

（12）装置のインジケータ表示は正常か。

（13）指定外のソフトウェアがインストールされていないか。

（14）接続モニタとの通信が成り立っているか。

（15）メールの送信動作は正常か。（メール機能を使用してい
る場合）

（16）担当者が携行するすべてのPHSの充電状態は十分か。

点検の内容および方法の詳細は取扱説明書を参照してください。

3.	業者による保守点検事項
「2.使用者による保守点検事項」と同様です。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
製造販売業者：	 日本光電工業株式会社
電話番号：	 03-5996-8000（代表）


